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被使役者:モンゴル語の使役構文の研究

橋本邦彦

Causee: A Study of Mongolian Causative Constructions 

Kunihiko Hashimoto 

Abstract 

The surface forms of causees have zero case， accusative， reflexive-possessive， in-

strumental， dative and zero forms in Mongolian (Khalkha dialect). The main purpose of 

this paper is to find and formulate， from the viewpoints of syntax， s記emanticsand fu山nC

tionali凶sm，several princi中pleswhi比chgovern the occurrence of six types of causees. The 

whole study leads us to the conch川us幻ionthat the 

applied to various grammatical problems 

問題の所在

ある行為や状態が何らかのきっかけで惹き起こされる様を表す言語上の手段

の一つに，使役構文がある。モンゴル語(ハルハル方言)の使役構文は，動詞

語幹に使役形接尾辞を付加して形成された使役形動詞を含む文である。この使

役形接尾辞は 4種類ある O それを用いた使役形動詞の形成過程は，次の通りで

ある。

(1) a. -yyJlj-YY凡1)

問、ogo"+-yyJl →5lsyyJl“to make someone go， send" 

rl-li1-"to shine" + -YYJト→「目前ri:YJl-“toilluminate"Z) 

b. -，nra--Jlro--凡「ヨ~ー凡「θ

yy“to drink"+ 凡ra→ yyJlra“tohave someone drink" 

x()()-"to persecute"十一Jlrθ一→ x()()Jlrθ-"tomake someone persecute" 
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橋本邦彦

c. -ra--ro-ー「ヨー-rθ 

60c-“to rise" + -ro-→ 60cro-“to raise" 

xYp一“toreach"十一円一→ xYprヨー“tosend" 

d. -aa--00--ヨヨーー 88

xaT-"to dry"+ー aa-→ xaTaa-“todry (v. t.)" 

30B-"to worry" + -00-→ 30BOO-“to cause to worry" 

但し，小沢(1963: 180)が述べているように， (1 c)と(1 d)は自動調を他

動詞化する接尾辞としての機能をもち，残りの 2つの接尾辞に較べると生産性

も低い。したがって，以下では， (1 a)と(1b)の接尾辞を含む使役形動調を

中心にして使役構文の考察をしていくことにする。

モンゴル語の使役構文の例を見てみよう。

(2) a. TョpHaMatir HByyJIa~ 

he 1-ACC go-CSTV -PST 

“He let me go." 

b. 5arw r3p3JII1Hr caM6ap .1133p YC3r 6川町JIC31i

teacher Gerel-ACC blackboard on letter write-CSTV-PRF 

“The teacher had Gerel write a leuer on the blackboard." 

使役構文の典型的な特徴の一つは，文の主語が2つあるということである。

( 2 a)では使役の発動をする主語が主格形の Tヨpという形で，また，動詞語

幹の直接の行為者を示す主語として対格形の Ha則前「が現われている。主格形

の主語は対格形の主語にある種の行為/状態を実現させる働きかけをするので，

「使役者 (causer)Jと呼ばれる。一方，対格形の主語は，その働きかけを受け

る側にあるので r被使役者 (causee)J と名付けられている。「彼(=使役者)

が私(=被使役者)に何らかの働きかけをすることで，私は行くという行為を

する」のである。

( 2 b)についても同様に 6arwを使役者 rヨp3λ目前rを被使役者とみなすこ

とができる。

使役構文の第 2の特徴は，使役化を示す文法上の標識があることである。モ
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被使役者，モンゴル語の使役構文の研究

ンゴル語では，先に述べたように，使役形接尾辞が使役化の標示をする o (2)に

ついて言うなら，動詞語幹とテンス/アスペクトの接尾辞との間にある接尾辞

がこれに当たる。

使役構文の 3番目の特徴は，使役化以前の丈が，自動詞構丈でも他動詞構文

でもどちらでもよいということである o (2)の各文の使役化を受ける前の丈を抽

出すると， (4)のようになる O

(4) a. 6K 51Balj 

1 go-PST 

“1 went (there)." 

b. rョpヨ，1caM6ap .1133p Y C3r 6K可C31i

write-PRF 

“Gerel wrote a letter on the blackboard." 

( 4 a)は自動詞構文， (4 b)は他動詞構文である O

2つの主語の存在，使役化標識の存在，及び，自動詞構丈と他動詞構文の双

方の使役化の可能性の 3つの特徴は，モンゴル語だけに限らず，ほとんどの言

語の使役構文が共有している特徴である O 他方，被使役者の実現形は，言語ご

とに多様性があるように思われる。モンゴル語の被使役者には，ゼロ格形(形

の上では主格形と同形であるが機能の点で異なる)，対格形，再帰 所有形，

具格形，与格形，ゼロ実現(被使役者が文の表層に現われない形)の 6つの実

現形がある。これらの実現形の出現の条件，もしくは出現を支配する原則があ

るのか，また，あるとしたら，それは何かを究明するのが本稿の主な目的であ

る。

第2節では，被使役者が対格形，ゼロ格形，再帰一所有形の場合を考える O

第3節は，具格形と与格形の被使役者の出現の要因を明らかにする O 第4節で

はゼ口実現に 2つのタイプがあることを指摘し，第 5節では使役形動詞の語葉

化について触れてみたい。
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橋本邦彦

2 ゼ口格形，対格形，再帰一所有形の被使役者

2-1 自動調語幹の使役構文

使役形動詞の語幹が白動詞である場合，使役化を受ける前の丈は直接目的語

を伴わない自動詞構丈である。この点に注目しつつ 3つのタイプの被使役者

と語幹動詞との関係を順次観察していくことにする O

最初に，被使役者が対格形の場合を見てみよう。

(1) a. r3peW BaTblr W'1Hθ YlpYY.~Hヨ

Gerel Bat-ACC night come-CSTV -PRS 

“Gerel has Bat come at night." (Bn) 

b. 3Hヨra3pblH可Y!l'irMYlHYlH 6Y1eYlHr MYY.llYYJDK 

this place-G dampness 1 -G body-ACC worsen-CSTV -CNV 

6a白He¥

be-PRS 

“The dampness of this place is affecting my health." (CD) 

c. Hap MaJllJHbl xawaa rョp凶 rr凶 rYYJl珂

sun shepherd-G fence house-ACC shine-CSTV-PST 

“The sun shone on the shepherd's pen." (y) 

(1)の各丈の統語構造は，次のようである O

(2) a. SI [rヨp3J1 S2 [Ba Tblr W'1HO叩一]YYJlHヨ]

b. SI [3H3 ra3pblH可附r S2 [MYlHYlH 6Y1eYlHr Myy.ll-] yyJDK 6aHHa] 

c. SI [Hap S2 [附.11lJHblX3I.凶arョp凶 rr目前一] YYJI3s] 

これらの構造から， (1)の使役構文は(3)のような自動詞構文を埋め込み丈とし

てもっていることがわかるO

(3) a. BaT W'1HO YlPH弓

“Bat comes at night. 

b. 九1YIHYlH6Y1c MYy.ll3}K 6aHHa. 
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被使役者，モンゴル語の使役構文の研究

“My body is getting worse." 

c 胤 ι刊 Hblxaraa np nn'1B 

“The shepherd's pen shone." 

自動詞構文の主語は，語幹動詞の使役化によって主格形から対格形に変わり，

(1)のような文が生成するのである O

観点を変えて，被使役者の意味上の役割を語幹動詞に照らして明らかにしよ

う。(1 a)で、は，使役形動詞の語幹はI1p-"tocome"で行為動詞であり，被使役

者 BaTはその行為を行なう行為者 (Agent)である O 一方， (1 b)の語幹動詞

MYY.ll-“to worsen"は状態動詞であるから，被使役者 MI1H目前 6附はその状態の

影響を被る被態者(Patient)，すなわち非行為者 (Nonagent) ということにな

るO こうしてみると，使役構文の被使役者が対格形であることと，それが行為

者か非行為者かであることとの聞には，何ら相関関係がないことがわかる。

では，生物性 (animacy) はどうかというと，なるほど(1 a)と(1 b)の被使

役者は片や人物であり片や身体である点から〔十animateJであるが， (1 c)の

MaJl'lHbl x加Jaarョpのように(-animateJの名詞句も対格形で現われているの

だから，無関係と言わざるを得ない。

次に被使役者がゼロ格形の丈を見る。

(4) a. TaヨH3TaCJlaraaH.ll XYH 611Trl1抗 opYYJJ

you this room -L man PRHBTV. PRTCL enter-CSTV 

“Y ou don 't let any men enter this room." (Ha) 

b. 6opoo Horoo yprYYJI.llaに

rain grass grow-CSTV-HBT 

“The rain makes grass grow." (Bn) 

c. 3HヨTaCaJlraacaJlXI1 oPYYJlax xョpヨrTヨ内

this room wind to enter-CSTV be necessary 

“This room needs be aired." (CD) 

統語構造と使役化以前の自動詞構文は，それぞれ，次のようである。

(5) a. SI [Ta s2 [ヨHヨTaCJlaraaH.llXYH 611Tr附 op-] YYJI] 
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b. SI [6opoo S2 [HOrOO ypr-] yyJIllar] 

c. SI [3H3 TaCaJlraa S2 [Ca.TIXH Op-] yy.TIaX X3p3rTヨ抗]

(6) a. XYH 311ヨTaC.TIaraaHllOp)f( 6o，TIoxrYij 3) 

“Nobody is allowed to enter this room." 

b. Horoo ypralla~ 

“Grass grows." 

c. CaJIXH OPHQ 

“The wind enters." 

被使役者がゼロ格形の場合も，対格形の場合と同様に，行為者であっても

((4a))，非行為者であっても((4b))，あるいは無生物であっても((4c))， 

全く関係ない。

最後に，再帰 所有形の被使役者について観察する O

(7) a. 且刊aallxawaa 63JITr3CH33p T31l MaJIaa OHll 

warm pen prepare-PRF-INSTR they catt1e-RFL year-L 

caHH opyyJIall 

well enter-CSTV -PST 

“As a result of having prepared a warm pen， they protected their 

stock w巴11."(St) 

b. TヨpヨpYYJIM3H1l33 cai'IH 60JIrOB 

he health -RFL well become-CSTV -PST 

“He improved his health." (Bn) 

c. 3apaa BprBcθθ xBllθJIrθ日

hedgehog thorn -RFL move-CSTV -PST 

“The hedgehog moved his thorns." (y) 

統語構造を次に記すが， (7 a)の前半の副詞節は省略する O

(8) a. SI [T31l S2 [Ma，TIaa OHll ca加 Op-] yyJIaB] 

b. SI [TヨP S2 [ヨpYYJIM3Hllヨヨ ca訪日 60JI-] rOB] 

c. 日1 [3apaa S2 [BprBcθθ xBllBJI-] rBB] 
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被使役者，モンゴル語の使役構文の研究

埋め込み丈 Szの復原形は， (9)のようになる O

(9) a. Tヨ.ll.H附 Ma.nOH.ll. ca泊HOp08. 

“Their cattle passed the winter." 

b. 1YYHH抗ョpYY"~ MヨH.ll.ca如160乃08

“His health became good." 

C. 1YYH目前 θprθcxB.ll.JIθ8 

“lts thorns moved." 

再帰一所有形も，対格形やゼロ格形と同じく，意味上の役割も生物性も，そ

の形の選択に関与していない。(7 a)で、は被使役者同乃は Op“toenter"という

行為の行為者であり， (7 b)のヨpYY.nMヨH.ll.は ca加 60JI“tobecome good"とい

う状態を被る被態者(非行為者)であり， (7 c)の BprBcは生物性をもってい

ない。

このように 3つのタイプの被使役者の出現状況を眺めると 3者の聞に共

通する点はあっても，相違する点は何ら存在しないように思われる O いったい，

3者間の交替を惹き起こす引き金となるものは何なのだろうか。

橋本(1'987)で，対格の目的語は意味的には指示性を表し，機能的にはトピ

ック性を担っていることを証明した。指示性とトピック性が相互に関連し合い

ながら，対格の目的語の出現を規定しているというわけである O

自動詞構文の主語が使役化を受ける際に，対格形をとるのかゼロ格形をとる

のかに関しでも，同じ意味的/機能的原則が働いているように思われる。その

根拠となる例をいくつか列挙してみることにしよう。

第 1に，代名詞は指示性のもっとも強い名詞であるが，使役構文ではかなら

ず対格形をとる O

位。 a. 6HTYYH同「ヨH.ll.opyyJIa8. 

1 he-ACC here enter-CSTV -PST 

“1 let him come here." (Ha) 

b. 6H 6HJIHrH泊FヨMHヨλヨrTxヨ8TYYrヨB

1 Bilig-ACC clinic-L lie down -CSTV -PST 
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“1 made Bilig lie down in the clinic." (Ha) 

(10)の各被使役者をゼロ格形にすると，非文法的な丈になってしまう。

(ll) a. * 611 TヨpヨH11opyyJlaB. 

b. * 611 611J1l1rヨMH3JIヨrTXヨBTYYJl3B

第2に，使役構文は使役者と被使役者の 2つの主語をもつものであるが，命

令文以外で使役者が現われないことがある O

(12) a. XYH 6Yr 1111~lr opyy凡rJa

man all-ACC enter-CSTV -PRS 

“Everyone is admitted to enter." (CD) 

b. IJthmtir 3aaBphIH邑COOp5lByy.lIa& 

all-ACC instruction -G according to progress -CSTV -PST 

“Everything was carried out according to instructions." (CD) 

(12a)では数量詞付き名詞句 XYH6Yr江川「が， (12b)では単独の数量詞 M

M附 rが，被使役者であり対格形である O 本来一次的トピックを担うはずの使

役者(主格形主語)が差し押えられ (suspended)，二次的トピックの被使役者

(対格形主語)が一次的トピックの位置に昇格したと考えることができる O

第 3に，使役構文自体が限定句となる場合に，限定される名詞句(被使役

者)は対格形で現われるO これは英語の制限的関係詞節と先行詞の関係に対応

しており，限定される名詞句は指示性が高くなる。

(13) 61111， rOJlhlH XOtiT Ta.lI11 rapaa11， TOCO)f( 

we river-G north side-L go out-CNV go to meet someone who is com 

ing-CNV 

日pYYJlC3HMOph1lhJr yH沿K，..， 11aBXI1H 011J100 

come-CSTV -PRF horse-ACC fall down叩 CNVgallop-G go away-PRF 

“We got out (of the boat) on the north side of the ri ver， and mounting the 

horse that had (been) sent to meet (us)…set out at a gallop." (St) 

該当する部分を抜き出すと，次のようになる O

(14) a. TOCO)f( I1pYYJlCヨHMOph1lhJr 
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被使役者;モンゴル請の使役構文の研究

b. NP [ S [TOCQ)!OlpYYJlC3H] NP [MOpb.ll.blr]] 

(14a)は(14b)の構造をもっている。この限定句 (Sの部分)付きの名詞句

(Sの後の NPの部分)から， (15)の使役構文をつくることができる。

(15) 611.ll MOpb江tlrTOCOA叩，yyλC3H.

“We had the horse sent to (us)." 

対格名詞句は通常の使役構文の被使役者になる。

以上3つの事例は，被使役者が対格形となるときに，指示性/トピック性が

関与していることを示しているが，今度は，ゼロ格形の被使役者が正反対の基

準，すなわち，非指示性/非トピック性によりその出現が決定されていること

を証明する例を記そう。

1つは，否定命令の使役構文で，ゼロ格形の被使役者に特定的な読みはでて

こない。

(16) 3H江 XYH611Tr目前 cyyJlra.

here man PRHBTV .PRTCL sit down-CSTV-O 

“Dont't let any rnan sit here!" (Ha) 

(16)の被使役者 XYHは不特定の人すべてがその対象となり，指示性はない。

次に，総称、丈 (genericsentences)の解釈をもっ使役構文は，ゼロ格形の被

使役者の出現を許す。(4 b)を(1カとしてもう一度取り上げて，このことを説明

する。

(1カ 6opooHoroo ypryyJl.llar. 

“The rain makes grass grow." 

動詞の右端に習慣を示す接尾辞-.llarが付いていることからもわかるように，

この文は「雨は草を成長させるものだ」くらいの読みで，特定の草の合意はな

い。それは，この接尾辞の存在する文の，一様に不特定的な解釈しかできない

事実からも傍証できる。

(18) a. 3yH xaλyyH 6oJl.llor. 

summer hot becorne-HBT 

“In summer it is hot." (V) 
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b. 3HヨTaHXI1M，llKI1HO rap.narrY必.

this hall-L film show-HBT-not 

“In this hall no film shows." (V) 

これまで，被使役者の対格形の指示性/トピック性とゼロ格形の非指示性/

非トピック性を 5つの事例をあげて説明したが，さらに詳しい説明については

橋本(1987)を参照して頂きたい。

さて，再帰 所有形が被使役者として現われる場合には，どんな原則が働い

ているのだろうか。

再帰一所有接尾辞は主格形以外に接辞するのであるが，かならず同一文中の

主語に束縛されていなければならない。

(19) a. 611 Ha品3bIHxaamIαblr XI1抗CヨH

1 friend-G-RFL work-ACC do-PRF 

“1 did my friend's work." 

b. 611 o.noo r3pT33 Xapl1Ha. 

1 now house-L-RFL return-PRS 

“I'm going home now." 

c. 6aI1ll MaIillHaapaa I1pCヨH

teacher car-INSTR -RFL come-PRF 

“The teacher came by his car." 

(19a)は属格形名調 HaH3-bIHに， (19b)は位格形名詞 rョp-Tに， (19c)は具

格形名詞 M佃 JHH-aapに再帰一所有形接尾辞が付いている。そして，各々の接

尾辞の主な主語と同一指示関係にある。

側 a. s [6aI1lli HaH3bIHxaa i捌伺blrXI1訪日H]

b. s [611i o.noo rョpT33i Xapl1Ha] 

c・ s[6aI1lli M組I1Haapaai I1pC3H] 

再帰一所有接尾辞は文の主語に束縛される一種の照応語 (anaphor)なので

ある。

翻って，使役構文の被使役者に付く再帰一所有接尾辞はというと，それはか
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被使役者，モンゴル語の使役構文の研究

ならず使役者によって束縛されている O

包1) a. L(O，1MOH Hb )j{o.lIooroo cy.lIpyy，1aB. 

Venus PRTCL reins-RFL become loose-CSTV -PST 

“Venus loosed her reins." (y) 

b. 6H 6W1Cヨ113aXH.LlJlaa fepMaH.Ll 51Byy，1aB 

1 write-PRF letter-RFL Germany-L go-CSTV -PST 

“1 sent to Germany my letter (1) had written." (V) 

各丈の統語構造と束縛による同一指示関係を記すと，次のようになる O

(22) a. SI [L(OJlMOHj Hb S2 [)j{o.JJoorooj cy凡p-] yyJlaB] 

b. sl [6H1 S2 [6wlcヨH3aXHT'l.lIaa1 fepMaH.Ll 51B-] yyJlaB] 

再帰 所有形の被使役者は，埋め込み文 S2の主語で、あるが，同時に，それ

を包含する丈 Slの目的語でもある O したがって，再帰 所有形接尾辞の先行

詞は Slの主語，すなわち，使役者ということになる C これは使役者と被使役

者との意味関係(ある行為/状態を惹き越こす者とその働きかけを受ける者)

を反映していて面白い。ともあれ，被使役者が再帰 所有形接尾辞を介して使

役者との間に唯一的な同一指示関係を結ぶのであるから，被使役者が常に定

(definite)であることは明らかである O

使役形動詞の語幹が自動詞である場合の対格形，ゼロ格形，再帰一所有形の

間の被使役者の選択は，指示的/トピソク的であるか，非指示的/非トピック

的であるか，定であるかという専ら意味/機能的な要因によって支配されてい

るのである O これをまとめると，次のようになる O

(23) 自動詞語幹の使役構文の被使役者の選択を支配する意味/機能上の原則

被使役者が，

a.指示的/トピック的な場合は，対格形をとり，

b. 非指示的/非トピック的な場合は，ゼロ格形をとり，

c .使役者との同一指示関係により定である場合は，再帰一所有形をとる O

尚，定であることは指示的であることを含意するのだから， (23a)と(23c)と
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はIつに合わせられるように思われるが，逆の関係はかならずしも成り立たな

いばかりか，定であってもトピソク的であるとは限らないので，別の項目のま

まにしておく O

2-2 他動詞語幹の使役構文

Comrie (1976)は，使役構文の埋め込み丈の主語の統語上の位置について，

次のように言及している。「埋め込み丈の主語の表層での実現形は，埋め込み

丈の動詞の統語上の項 (arguments)に依存する O その動詞が直接目的語をも

たないのであれば，埋め込み文の主語は直接目的語として現われる O 直接目的

語はもつが間接目的語をもたないのであれば埋め込み文の主語は間接目的語

として現われる。直接目的語と間接目的語の双方をもつのであれば，その他の

斜格形の Iっとして現われる。J (263頁)

彼は，この埋め込み文の主語選択のシステムを凶の利用可能性の階層

(Accessibility Hierarchy)を用いて説明するのである O

包却 Subject> Direct Object> 1ndirect Object> Other Oblique Constituent 

埋め込み文の主語は凶の順序に沿って，まだ占められていない最も左側の位

置へ左から右へ順次移行していく。

トルコ語の例から，移行の実態を押えておくことにしよう。

倒 (Comrie(1976)の(6)-(8))

a. Ali Hasan-t ol-dur-du. 

DO die-CSTV -PST 

“Ali caused Hasan to die." 

b. Disci mektub-u mudur-e imazala-t-ti 

dentist letter-DO director-10 sign-CSTV -PST 

“The dentist made the director sign the letter." 

c. Disci Hasan-a mektub-u mudur taraftndan goster-t-ti. 

10 DO by show-CSTV -PST 

“The dentist made the director show the letter to Hasan." 
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(25a)の埋め込み文の動詞は自動詞であり，元々，直接目的語をもっていな

いのであるから，被使役者(埋め込み丈の主語)は Hasan-tのように直接目的

語で現われる o (25b)は他動詞で，直接目的語 mektub-uをすでにもっている

から，被使役者は(24)の階層に従って，まだ利用されていない最左端の位置にあ

る項，すなわち，間接目的語が選ばれ， mudur-eとして実現する O 動詞が直接

目的語と間接目的語をすでに有している(25c)では，自動的に未利用の次の項，

斜格形が選ばれ，被使役者は具格形の mudurtaraftndanとなる O

凶の文法項の階層は，類型論的に見ても，かなり広範囲に渡る言語に適用で

きる。しかしながら，モンゴル語の使役構文の被使役者，特に，対格形，ゼロ

格形，再帰一所有形に関しては，問題があるように思われる。

モンゴル語は，他動詞の直接目的語に対格形，ゼロ格形，再帰 所有形を等

しくとることができる。仰の階層の DirectObjectの位置に 3つの形はすべて

該当するのであるから，三者間に更に階層関係があるのかどうか，また，ある

としたらそれはどのようなものであるかを明らかにしていく必要がある。

他動詞がゼロ格形の直接目的語をもっているとき，使役構文の被使役者は対

格形をとる。

(26) a. 6HJIH r万むHCOHrCYM Y3YYJI3B 

Bilig Johnson-ACC temple-Q see-CSTV -PST 

“Bilig showed Johnson a temple." (Ha) 

b. 6arWr3pヨJIHHrcaM6ap .llヨヨpYcョr6H可YYJIC3H.

teacher GereトACCblackboard on letter-Q write-CSTV -PRF 

“The teacher had Gerel write a letter on the blackboard." 

文の構造と使役化以前の丈は，それぞれ， (21)と(28)のようになる。

間 a. S1 [6旧日r S2 [地HCOHrCYM Y3-] YYmB] 

b. S1 [6arw S2 [r3p3JI凶 rcaM6ap .ll33p Y Cョr6山一]YY乃C3H]

(28) a 万七HCOHCYM Y33B 

“Johnson saw a temple." 

b. rヨp3JIcaM6ap .ll33p Ycヨr6H可C3H
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“Gerel wrote a letter on the blackboard." 

(2のの埋め込み丈 S2の動詞 Y3 -“to see"， 6川“towrite"は，倒に見るように，

すでに，ゼロ格形の動詞 CYMとYcヨ「をもっている O そこで，被使役者は，まだ

利用されていない階層に位置する対格形万むHCOHl'と「ョp3J1目前「で現われる O 凶

のDirectObjectを下位区分すると，ゼロ格形>対格形の図式が得られる。

この階層関係の正当性は，被使役者がゼロ格形で他動詞の直接目的語が対格

形の例が見あたらない事実からも支持できる O 元々，使役形動詞の語幹が他動

詞で被使役者がゼロ格形の丈はあまり存在しないようである。手元には 1例し

かない。

(2到 611jJypTail 3BIlli1Bp<l， rypsaH HOXO品jJaryy，naH

1 delightful admit-CSTV three dog follow-CSTV守 CNV

aHjJ 5lsJlaa. 

den-L go-PRF 

“1 went to the den， delightfully making three dogs follow (me)." (y) 

使役形動詞のある後半の節に限ると，その統語構造は次のようになる。

(30) SI [6H S2 [ rypsaH Hoxoil jJar-] yy，naH aHjJ 5lsJlaa] 

S2の形は実は不完全で、あり，再構される他動詞構文は直接目的語を従えてい

なければならない。

(31) I'ypsaH HOXOH HaHMar jJaras. 

“Three dogs followed me." 

しかし，対格形の直接目的語を残した闘のような使役構文が文法的であるか

どうかについては，現時点では判断しかねるので，結論は留保したい。

(32) ? * 6H rypsaH HOXO抗HaMa品rjJaryyJlaH aHjJ 5lSJlaa. 

被使役者が再帰一所有形の場合は，次のようなパターンを示す。

(33) 6H 3M33r33 jJaryyJDK XOTblH ca抗xaHra3paap 

1 granny← RFL follow-CSTV-CNV town-G good place-INSTR 

TOHpbe. 

take around -VLNT 
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“1'11 take my granny around all the nice places in the city." (St) 

丈の構造と S2の再構形は，倒，闘のようになる O

倒 Sl[611 S2 [3M33r33 .aar-] yyJliK XOTblH caHxaH ra3paap TO抗p.beJ

(35) 胤 HI1HヨM33Ha抗Mar.aarHa. 

“My granny follows me." 

両者を比較すればわかるように，闘の他動詞構文が使役構文に埋め込まれる

過程で，直接目的語田川arは落ちる O これについても，倒同様直接目的語が

保持されている例を知らない。

(36) ? * 611ヨM33rヨヨ Ha恥lar.aaryyJliK XOTblH ca抗xaHra3paap TO前pbe.

(33)を見る限り，被使役者が再帰 所有形の場合，直接目的語はゼロで実現形

をもたない。

使役構文に再帰一所有形の現われる例の多くは，再帰一所有形自体が他動詞

の直接目的語であり，被使役者が表層において実現しない場合である O

(3力 a. 411 611cョY3YY.nヨBYYつ

you body-RFL see-CSTV -PST INTRG 

“Did you have your body examined?" (Ha) 

b. 611 YC33xapaap 6y.ayyJlax r3C3H削

1 hair-RFL black-INSTR to paint-CSTV say-PRF PRTCL 

“1 want to dye my hair black." (V) 

埋め込み文の内部には，特定の人称を指さない PROを被使役者として設定

しなければならない。

(38) a. Sl [411 s2 [PRO 611e3 Y3-] YYJl3B Y YJ 

b. Sl [611 S2 [PRO Ycヨヨ xapaap6y.a-] yyJlax r3C3H削]

「誰かが君の身体を診る」のであり r誰かが私の髪を黒く染める」のである

から，再帰一所有形接尾辞は PROを飛び越えて使役者と同一指示の関係にあ

る。

(39) a. H3r xYH可日日目前 611el1HrY3ヨBY Y ? 

“Did someone examine your body?" 
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b. HヨrXYH MHHH抗YCH抗rxapaap 6YJlax rヨC3HKM 

“Someone wants to dye my hair black." 

この他に，被使役者が再帰一所有形で直接目的語がゼロ格の例，反対に，被

使役者がゼロ格形で直接目的語が再帰 所有形の例は，共に見出せない。した

がって，ゼロ格形>再帰所有形，及び，再帰所有形>ゼロ格形の階層関係

はどちらも断定的に認めることができない。同じように，被使役者が対格形で

直接目的語が再帰 所有形の丈，被使役者が再帰 所有形で直接目的語が対格

形の丈も見つけることができない。

実は，モンゴル語には名詞の格形に関して，次のような共起上の制約がある

のである O

剛丈における名詞句の共起上の制約:

同一文中では，異なる機能を担う同じ格形や接尾辞形の名詞句は共起

できない。

この制約により，性1)のような丈はすべて排除される。

削 a.* 6H TYYm!Hr CYMH抗rY3YY，n3B. 

“1 showed him the temple." 

b.* TョprypBaH HOXO抗Max8r8B. 

“He gave three dogs meat." 

c.* 6H H8x8p88 YC33 xapaap 6YJlyyJlaB. 

“1 made my friend dye my hair black." 

( 4la)で、は 2つの対格形名詞句が被使役者と直接目的語の機能を担ってお

り，側により非文法的な丈と判定される O 同様に， (41b)ではゼロ格形名詞句

が， (41c)で、は再帰一所有形名詞句が，各々，被使役者と直接目的語の役割を

演じており，どれも不適格な文とみなされる O

Comrie (1976 : 285)は，周辺的にではあるけれどもとことわった上で，ブ

リヤート方言における対格形名詞句の共起 (doubling)の例をあげている。

性2) Xeden mal-a dav-a dav-ul-ax.4J 

small herd-DO pass-DO to cross-CSTV 
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“He made his small heard cross the pass." 

この種の共起がハルハ方言にも散見されるか否かを判断する資料は残念なが

らない。しかし， Comrieも認めているように，対格形名詞七Jの共起はブリ

ヤーと方言においても極めてまれであるのだろう O

今までに述べてきた被使役者と直接目的語の格形の関係を表にまとめると，

次のようになる O

性3

被使役者 直接目的語 共起の是芹

対格 ゼロ格 OK 

ゼロ格 対格 × 

再帰一所有 ゼロ格 ワ

ゼロ格 再帰所有 × 

対格 再帰所有 × 

再帰所有 対格 × 

ゼロ格 ゼロ格 × 

対格 対格 × 

再帰一所有 再帰所有 × 

再帰 所有形は意味的に定であり，指示的であるから，対格形と同じ身分を

もっていると考えられる。この推測はる (36)のように，再帰 所有形と対格形の

共起した文が不適格である点からも支持できる。倒の丈が排除されるのは，酬

の制約に抵触しているからである O 対格形と再帰 所有形が意味的にも機能的

にも等しいふるまいをするのであれば，被使役者が再帰 所有形で直接目的語

がゼロ格形という文は容認できると思われる O

被使役者がゼロ格形で直接目的語が対格形の場合と，被使役者がゼロ格形で

直接目的語が再帰 所有形の場合は，両方とも，利用可能性の階層に違反する

ので不適格になる。

以上の考察から，凶の階層は，暫定的にではあるが，次のように改訂するこ

とができる O

体4) Subject> Zero Case> Accusative， Reflexive叩 Possessive>lndirect Object> 
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Oblique 

使役形動詞の他動詞語幹がゼロ格形の直接目的語をもっているならば，-ま

だ占められていない最も左側の位置へ左から右へ順次移行する」原則に従って，

対格形が被使役者として選ばれる。一方，対格形と再帰 所有形の交替は，凶

と同じ意味上の原則に従う。

同他動詞語幹の使役構文の被使役者の選択を支配する意味/機能上の原則

被使役者が，

a.指示的/トピック的な場合，対格形をとり，

b.使役者との同一指示関係により定である場合，再帰一所有形をとる。

他動調語幹を含む使役構文の被使役者は，闘の機能上の制約と闘の統語上の

原則と闘の意味/機能上の原則との兼ね合いで決定されるのである。

3 具格形と与格形の被使役者

3-1 統語的な出現の環境

他動調語幹より使役形動調が形成されるとき，その動詞の目的語は元の形を

保持するが，被使役者は具格形をとる場合と与格形をとる場合の 2つのタイプ

に分かれる。

(1) a. r3p3J1 n3H，ll3B33P HapaH瓦 HO地，Ir8rYYJl3B. 

Gerel Dendev-INSTR Naran-D book-ACC give-CSTY-PST 

“Gerel had Dendev give Naran the book." (St) 

b. Ta YYH目前r且0伊<H，llY3YYλ! 

you this-ACC DorJ-D show-CSTY-O 

“Please show this to Dorj! (lit. Y ou make DorJ see this!)" 

(1a)は具格形の被使役者を， (1b)は与格形の被使役者をもっ文である。同

一文中の他の名詞句との関係は，次の統語構造から明確に読みとることができ

る。

102ー



被使役者;モンゴル語の使役構文の研究

(2) a. SI [r3p3JI S2 [且，3H，U3B33pHapaH，U HO仙Ir8r-] YYJI3B] 

b. SI [Ta S2 [YYHHHr且0問削Y3-] YYJI] 

(2a)の埋め込み文 S2には，具格形の他に与格形と対格形の名詞句が並存し

ている。 (2b)のS2には，与格形の他に対格名調句が存在している。それぞれ

のらより，次のような他動調構文を復原することができる。

(3) a. )J，3H，U3B HapaH江 HOMblrθr8B.

“Dendev gave Naran the book." 

b. 且.opiKYYHH抗rY3H3. 

“Dorj sees this. 

(3a)の直接目的語と間接目的語， (3b)の直接目的語はそのままの格形で使

役構文に受け継がれるが，主語は主格形から (3a)では具格形， (3h)では与格

形に変わる。

これは， Comrie (1976)の提案した利用可能性の階層の改訂版(第 2節凶).

に従っていることがわかる。

(4) (=第 2節幽)

Subject> Zero Case> Accusative， Ref!exive-Possessive> Indirect 

Object> Oblique 

モンゴル語は，普通，間接目的語を表すのに与格形を用いる。具格形は斜格

形に属している。こうした事実を踏まえて(4)を格形本意の記述に写し換えると，

(5)のような階層になる。

(5) Nominative> Zero Case> Accusative， Ref!exive-Possessive> Dative> In-

strumental 

(3)の2つの丈を(5)の階層に照らして見ていき， (1)の使役構文に至る過程を追

ってみよう。

(3a)の主格形の且ヨH，UヨBが被使役者になるときに，対格形と与格形はすでに

用いられているので，自動的にそれより右側の隣接する位置にある具格形が選

ばれる。 (3b)では対格形が利用されているのだから，それよりも右側で一番

近い位置を占める与格形が被使役者の格形となる。このような過程を経て， (1) 
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の使役構文が形成さねるのである。

この時点では，利用可能性の階層は非常に汎用性があるようにみえる。とこ

ろが，被使役者の具格形と与格形が全く同じ環境で現われる場合が4つほど見

出せるのである。

第 1に，他動詞が対格形の直接目的語をもっ場合である。

(6) a. AaB Hb T3M.ll3rJJ3JJH抗H.113BTp33 rapaa.ll， 

father his notebook-RFL pass to-CNV 

N1HTllraap ()()p附 HHb xYCJJHHr 6別 YYλ3B.

Mitjaa-INSTR self-G his hope-ACC write-CSTV -PST 

“His father passed his notebook to him and then made Mitjaa write 

his own hope (on it)." (y) 

b. Ta Ha.ll 3ax 333JJH抗rY3YYJDKθrHθYY? 

you I-D market-ACC see-CSTV-CNV give-PRS INTRG 

“Could you show me the market? (Ha) 

被使役者に(6 a)で、は具格形胸Tll-raapが， (6 b)では与格形 Ha.llが現われ

ている。

(7) a. SI [AaB Hb S2 [胤pllraapθ()pH如 HbxY日目前r6wl-]百九ヨB]

b. SI [Ta S2 [Ha.ll. 3ax 33羽目前rY3-] YY JDK ()rH()YY] 

( 6 a)の後半部分と(6 b)の埋め込み文 S2を(7)の構造から見ると，被使役者

の格形を除いて残りの語の形と配列は相似ている。

(8) a. Instrumental NP-Accusative NP-Verb Stem 

b. Dative NP-Accusative NP一一VerbStem 

両者は共に対格形の目的語をもっ次のような文の使役化されたものであると

言える。

(9) a. 地1Tllθ()pH訪日 Hb XYCJJH前r6WIHB. 

“Mitjaa wrote his own hope." 

b. DH 3ax 333λ目前rY3H3. 

“1 see the market. 
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(9)から明らかなように，対格形の直接目的語を含む他動詞構文が使役化を受

ける過程で，主語は主格形から， (9 a)では具格形に， (9 b)では与格形に移

行して，被使役者の資格を得るのである O これは(5)の階層に従った移行ではな

しミ。

第 2は，他動詞がゼロ格の直接目的語をもっ場合である。

(10) a. 611 r3p'M3ョPHヨ「‘HOMaB可I1pYYJl3B.

1 Gerel-INSTR one book-O bring-CSTV -PST 

“1 had Gerel bring (me) a book." (Bn) 

b. 6ar山 Hallall6附I1ry日llYyJlaB.

teacher I-D letter-O read-CSTV-PST 

“The teacher let me read a letter." (Sa) 

(10a)は具格形の被使役者 r3p3Jl-33pを， (lOb)は与格形の被使役者 Hallall

を，それぞれもっている O

(11) a. SI [611 S2 [rヨp3Jl33pH3r HOM aB'll1p-] YY凡3B]

b. SI [6arw S2 [Hallall 611'mr y国一] yy"~aB] 

埋め込み丈 S2の各言語要素の配列は，次の通りである O

(12) a. Instrumental NP-Zero Case NP一一VerbStem 

b. Dative NP←一ZeroCase NP-Verb Stem 

これを見ておわかりのように，被使役者の格形以外は形も配列も相等しい。

(13) a. rョpヨ乃 H3rHOM aB可paB.

“Gerel brought a book." 

b. 611 611可11r y I-I.ill B . 

“1 read a letter." 

全く同じ環境で，他動詞構文が使役構文へ移行する際に， (13a)の主語は具

格形に， (13b)の主語は与格形に変換されるのである O

第 3は，他動詞が再帰一所有形の直接目的語をもっ場合である。

(14) a. 6l1Tr凶 XYH33p6l1eヨ担JHrJlyyJl. 

PRHBTV. PRTCL man-INSTR body-RFL take advantage of-CSTV-O 
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“Oon't let people take advantage of you." (CO) 

b. XYYX，ll3，ll XOOC~OO 3pT H，llYYJl. 

children-O meal-RFL quickly eat-CSTV叩 O

“Let the children eat your meal quickly." (Ha) 

(14)も被使役者が具格形(14a)と与格形(14b)の例で，共に命令形であり，第

2人材、の使役者を合意している。

同 a. S1 [PR02P 6HTr凶 S2[XYH3ヨp6He3 wrnr Jl-] YY凡]

b. S1 [PR02P S2 [XYYX，ll3.ll XOOJlOO 3pT H.ll-] Y Yλ] 

S2の再帰 所有接尾辞は 2人称主語 PR02P(実現形は刊か Ta) と同一指示

関係にある。

(16) a. PR02Pi 6HTrHH XYHヨヨp6He3i 釦 JHrJlyyJl. 

b. PROZPi xYYX，ll3.ll XOOJlOOiヨpTI1，llYYc~. 

また， Szの語の配列は，次の通りである O

(1力 a. Instrumental NP-Reflexive-Possessive NP-Verb Stem 

b. Oative NP-Reflexive-Possessive NP-Verb Stem 

被使役者の格形は別にして 語の形配列とも(17a)と(17b)は並行関係に

ある O

(18) a. XYH TaHaH 6l1e凶「佃町rJlaHa. 

“People take advantage of your body." 

b. XYYX3，ll TaHaH XOO.lIblr 3pT I1，llH3. 

“The children eat your meal." 

他動詞構丈は 2人称所有代名詞付きの目的語をもち，使役構文になる過程で

再帰 所有形に移行したと考えられる O この同じ統語上の環境で， (18a)の主

格形主語は具格形を， (18b)の主格形主語は与格形を使役構文の中でとるに至

ったのである。

第4は，使役者と直接目的語とが双方とも省略されている場合である。

(19) a. 官 Yr33pX日前九「ヨ.

he-lNSTR do-CSTV-O 
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“Let him do (it)." (Ha) 

b. 1YYHJl Y3YYJ1. 

he-O see-CSTV-Q 

“Show (it) to him. (lit. Let him see (it).)" (Ha) 

(19 )は使役形の命令文である。 2人材、の使役者と動詞の目的語が現われてい

ない。

側 a・ SI[PR02Pi S2 [TYYf33p PROj X凶]Jlf3] 

b・ SI[PR02Pi S2 [TYYHJl PROj Y 3 -] Y Y JI] 

直接目的語は容易に予測できる環境にあると思われるが，これを補った形で

他動詞構文を再構すると，次のようになる。

(21) a. T3p (TYYHHI1r) X同 H3.

“He does (it)." 

b. Tヨp(TYYH目前r) Y3Hヨ.

“He seεs (it)." 

使役化の過程で， (21a)の主語は具格形に， (21b)の主語は与格形になるの

である O

上述した 4つの事例は，完全に同じ統語的環境にありながら，被使役者は具

格形か与格形のどちらか一方で実現していることを示している。明らかに(5)の

階層に違反しているのである o (5)に従うならば， (6)， (14)，包1)はすでに対格形を

用いているのだから，自動的にすぐ右隣の与格形を被使役者として選ぶはずで

ある O また， (13)はゼロ格形を直接目的語のために使っているので，次の階層に

当たる対格形/再帰一所有形を選ぶのがj順当であろう。ところが，いずれも，

このような階層の原則を無視する形で，具格形か与格形が現われているのであ

る。両者の現われ方の背後には，統語的原則以外の要因が働いていると考えざ

るを得ない。それはいったい何なのだろうか。
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3-2 具格形と与格形の被使役者の選択に働く意昧的要因

本節では被使役者と語幹動詞との意味関係に焦点を当てて論を進めていく。

初めに，被使役者が呉格形の場合を，次に，与格形の場合を扱い，前節であげ

た例も含めて，使役構丈に{動く意味上の原則を究明したい。

(1) a. r3p3JI且ヨHD.3BヨヨpHapallD. HO地 IrBrYYJI3B. 

Gerel Dendev-INSTR Naran-D book-ACC give-CSTV 

PST 

“Gerel had Dendev give Naran the book." 

b. 3U3r Hb 3a，ijYY可YYD.aapMaJwaa xヨBTヨp

father his youth -PL -INSTR cattle一D lying place 

Mamyy凡aB

dig-CSTV -PST 

“His father asked the young men to dig up a lying place for his cat-

tle." (y) 

c. T3pMH丁目raapθθpl-1前HxYc凡M抗r61-1可YYJIヨB

he Mitjaa-INSTR self-G his hope-ACC write-CSTV 

-PST 

“He made Mitjaa write his hope." 

(1)は被使役者が具格形で対格形の直接目的語をもっ文である。他動詞語幹の

意味は Br-“togive¥MaJIT-"to dig'¥ 6山 -"towrite"というように，すべて

行為動詞である。動詞の意味に照した被使役者の意味役割は，動詞の行為に携

わる行為者 (Agent) ということになる。

(2) a. 61-1 rョpヨJI33pHヨrHOM aB刊 pYYJIヨB.

Gerel-INSTR one book-O bring-CSTV -PST 

“1 had Gerel bring (me) a book." 

b. )ffiHCOH 61-1乃1-1r33pIOY 3axI-1yλaB? 

Johnson Bilig-INSTR what-O order-CSTV-PST 
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“What did Johnson order Bilig toγ， (Ha) 

(2)は被使役者が具格形でゼロ格形の直接目的語をもっ文である。他動調語幹

はaB可HP-“tobring"， 3aXH-“to order"で行為動詞であり，被使役者はその行

為の行為者である。

(3) a. 6HTrH抗 XYH33p6He主aIllHrλyyλ.

PRHBTV.PRTCL man-INSTR body-RFL take advantage of-CSTV-O 

“Don't let people take advantage of you." 

b. '1YYr33p XH抗λ「ヨ.

he-INSTR do-CSTV-O 

“Let him do (it)." 

(3)は命令文であり，被使役者は具格形，直接目的語は(3 a)で、は再帰一所有

形， (3 b)ではゼロ実現である。動調語幹 aWHrJJ-“to take advatage of"， X目前

ー“todo"は行為を表し，被使役者は行為者ということになる。

(1)， (2)， (3)のすべての使役構文が共有している意味的特徴は，使役形動詞の

語幹が行為動詞であり，被使役者がその行為の行為者であるときに，被使役者

は具格形で実現しているということである。

モンゴル語の具格形の用法には，主に，次の4つがある。

1つは，ある行為をする際に用いる手段や道具を表すということであり， (4) 

のような文を構成する。

(4) a. 6H MOpHOp HpCヨH.

horse-INSTR come-PRF 

“1 came by horse." 

b. Ta MaIlI1Haap xapHHa yy ? 

you car-INSTR go back-PRS INTRG 

“Are you going back by car?" 

2つ目は，ある行為の行なわれる場所を示す用法で， (5)のような文に現われ

る。

(5) a. 3H3 3aMaap HB ! 
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this road-INSTR go-O 

“Go this road!" 

b. TョpYY，llヨヨPOpOB. 

he door-INSTR enter-PST 

“He entered (here) through the door." 

3つ日は，ある行為の起こる限定された時間の範囲を表すときに用いられる。

(6) a. YYP33p 51Bax 

dawn-INSTR to go 

“to go by dawn" 

b. lO)KHJIヨヨpcypa九日ax

“to learn for 10 years" 

4つ目は，ある行為の様態を示す副詞的用法である O

(7) a. OH，llOP ，llyyraap xヨ乃3X

loud voice-INSTR to speak 

“to speak with loud voice" 

b. 6l1eョPI1pヨX

body-INSTR to come 

“to come by oneself" 

これら 4つの用法から抽出できる具格形の基本的な意味は，それが常にある

行為と結びついているということである。言い換えるなら，具格形は行為性を

合意し，行為を表す動詞を要求するのである。それは， (4)， (5)， (6)， (7)の各例

で用いられている動詞の意味を見れば，容易に納得できるであろう O

具格形自体の意味と用法を傍証しつつ，使役構文の被使役者が具格形で現わ

れる際の意味上の原則をまとめると，次のようになる O

(8) 被使役者が語幹動詞の行為を行なう行為者であるとき，それは具格形を

とる。

具格形が行為者であれば，それは行為を潜在的に行ない得るものでなければ

ならないから，生物性 (Animacy) をもっ，すなわち[+ animateJの名詞句
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であるのは当然であろう。

ところで， (8)の原則は，与格形の被使役者の意味論との対比ではじめて支持

できる種類のものである。そこで，被使役者が与格形の場合を観察していくこ

とにする。

(9) a. Ta Ha.ll， 3aX 33ヨλ附 rY3yyJDl{θrHθYY? 

you 1-D market-ACC se巴ーCSTV-CNVgive-PRS 1NTRG 

“Could you show me the market?" 

b. TYYH.ll， Y3YYJ¥. 

he see-CSTV-O 

“Show (it) to him! (lit. Have him see (it)!)" 

c. 3H3 Yr目前rXYH.ll， COHcrOlK 60λoxrY札

this word-ACC man-D hear-CSTV-CNV to become-not 

"(I1We) cannot inform the man of this word. (lit. (I1We) cannot make 

the man hear this word.)" (Ha) 

(9)は知覚動詞Y3-"tosee"， COHC一“tohear"が使役形動調の語幹になっている例

である。(9 a)と(9 c)の被使役者の出現は，もちろん， (5)の階層からも説明が

可能である。階層の上位を占める対格形がすでに直接目的語に使われているの

で，右隣りの与格形が被使役者として選ばれたと考えることができる。けれど

も，同じ理由で，与格形を飛ばして具格形を選ぶこともできたはずである。こ

のことは， (9 b)と(3 b)の相似性からも支持できる。(3 b)を(10)として再録す

る。

(10) 官 Yrョョpx目前λ「ヨ.

“Let him do (it)." 

( 9 b)も帥も使役者のない命令形の使役構文であるが，被使役者に片や与格

形が片や具格形が現われている。

視点、を変えて，語幹動詞との意味関係から被使役者を眺めると， (9)の各文の

被使役者は知覚をする者ということになり，経験者 (Experiencer)の意味役

割を演じていることがわかる。被使役者は(9 a)では「市場を見る者」であり，
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( 9 b)では「イ可かを見る者」であり， (9 c)で、は「この言葉を聞く者」であって，

共に与格形で[+animateJの名詞句なのである。

(11) a. 日ョpヨH60pOOH，ll， l..¥OxHyJI3B. 

Tseren rain-D beat-CSTV-PST 

“Tseren was beaten by the rain. (Jit. Tseren let the rain beat (him).)" 

(Sa) 

b. T3 C3JIXHH，ll， l..¥OXHyJDK3ヨ.

you a cold時 D beat-CSTV -PRF 

“You have a cold. (Jit. You let a cold strike (yourself).)"" (Ha) 

(11)の各文に共通な語幹動詞l..¥OXH“tobeat"はそれ自体行為動詞であるが，被

使役者が 6opoo"rain"， C3JIXH“a cold"という無生物であるから，動詞と被使

役者との間に行為者と行為動詞の意味関係を成立させることができない。むし

ろ，被使役者は起因者 (Source)の意味役割を担い，動詞は「打つ，叩く」と

いう行為ではなく r打っている，叩いている」という動的な状態を記述して

いると解釈するのが妥当であるように思われる。

こうして見ると，被使役者が(9)では経験者， (ll)では起因者であり，共に非行

為者 (Nonagent)であることがわかる。被使役者が非行為者であるときに，そ

の実現形は与格形なのである。

使役構丈の被使役者が与格形で現われる際の意味上の原則をまとめると，次

のようになる O

(12) 被使役者が語幹動詞の意味に対し非行為者(経験者，起因者等)である

とき，それは与格形をとる。

原則(12)にはかなりの一般性があるが一見反例と思われるような文も同時に

存在している O

(13) a. 63 llli H3，ll，3，ll， 6山日「川町yJI3B.

teacher 1-D letter-O read -CSTV -PST 

“The teacher let me read a letter." (Sa) 

b. XYYX，ll，3，ll， XOOJIOO 3pT H，ll，YYJI. 
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children meal-RFL quickly eat-CSTV-O 

“Make the children eat your meal quickly." (Ha) 

(13)の2文の語幹動詞は y田ー“toread"， H，ll-“to eat"のように行為動詞であ

り，しかも，被使役者は(+animateJの名詞句で，動調の行為を行なう行為

者である。このような環境では， (8)の原則によって被使役者は具格形をとるは

ずであるのに，実際は，与格形が現われている。

そこで， (13)には統語上の原則が優勢に働いているのだと判断し， (5)の階層に

解決を求めることもできる。この解決法は(13b)には適用できるかもしれない。

なぜなら，直接目的語に再帰一所有形が用いられているので，自動的に右隣の

与格形が被使役者の第 1候補として選ばれるからである。ところが，階層によ

る説明でも， (13a)は説明できない。(13a)では，直接目的語はゼロ格形である

から，被使役者に対格形も与格形も具格形も等しくとることができ，与格形が

採用されなければならない必然性が出てこないのである。

ところで，与格形にはJ受動構文の行為者の表示という用法がある。

(14) a. 3p，ll3H3 xyλra削 H，ll6yJJaar ，llaB. 

jewel thief-D grab-PSSV -PST 

“The jewel was grabbed by the thief." 

b. MHHH訪x8JJHOXO前，ll3yyr，llaB. 

1 -G leg dog-D bite-PSSV -PST 

“My leg was biten by the dog." 

モンコソレ語の受動構文には，日本語の間接受身(被害者の受身)文のように，

何らかの好ましくない影響を被るという意味があるように思われる。その場合，

影響を及ぽすものは与格形の名詞句であり，影響を受けるものは主語である。

この影響の方向は，受身形接尾辞(同では-r，ll-)によって定められている。

他方，使役構文では，普通，この方向が反対で，主語から与格形の名詞句に影

響が及ぶ。この影響の方向を規定するのは，使役形接尾辞であると考えられる。

もしモンゴル語の与格形接尾辞に影響性(Affectivity) という意味が固有に備

わっていて，動調語幹に付く接尾辞によって影響の方向性が決定されると考え
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るならば，受動構文と使役構文とは， (15)に見るように，方向性に関して正反対

の様相を呈していることになる O

(15) a. Passi ve : 

Subject Dative Verb Stem + p，'assive Su加x

一一亡L一二二~-ーーーーーーーーーーーーーーー- --ー__J 
affective determintion of affectivity 

b. Causative: 

Subject Dative Verb Stem十C'austiveSuがx

一一亡三二一二二五三ー--ーーーーーーーー一ー『ーーー一一ー__.J 
affective determintion of affectivity 

影響性に関して，受動構文と使役構丈とが同じ意味特徴を共有しているかど

うかは今後の研究をまたなければならないが，少くとも現時点で言えることは，

行為動詞語幹の使役形動詞に与格形の被使役者が現われるときには，具格形の

被使役者が現われるときよりも，影響性の合意が強いのではないかということ

である。(l3a)では「私は先生に強制的に読むという行為をさせられた」とい

う合意が， (l3b)では「子供たちは命じられるか促されるかして食べるという

行為をさせられた」という含意が生ずるのではないかと仮定できるように思わ

れる。もしそうであるならば，被使役者は自らの意志を押えられて何らかの行

為をするという点で，制御を受ける行為者 (ControllableAgent) ということ

になり，行為者というよりも被態者(Patient) としての色合が濃い。 (13)の被

使役者が行為者ではなく被態者であれば， (12)の反例にはならない。但し，以上

の考察は確認され証明されたことではなく，解決への糸口を提案しただけなの

で，結論は留保しておきたい。

4 ゼ口実現の被使役者

第 1節で述べたように，使役構文には使役者と被使役者とが必須の要素であ

るO ところが，一定の条件さえ整えば，被使役者が表層に現われなくてもよい

場合がある O その条件を明らかにするのが本節の目的である。
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4-1 差し押え

(1) a. JlOp>K I1pB3λTaヨHヨTaCJlaraaH.llcyyJlra. 

Dorj come-if you this room-L sit-CSTV-O 

“You let (him) sit down in this room if DorJ comes." (Ha) 

b. H8x8p 6HM6aar I1PBヨλTaHa.llTa品Hpl1yλHaLIl"Y.

comrade Bjambaa-ACC come-if you I-CMT talk-CSTV-PRS 

CMFMTV . PRTCL 

“You let him talk with me if Mr. Bjambaa comes， don't you?" (V) 

(1)は主節の使役構文に被使役者の現われていない文である。ゼロ実現の被使

役者を PROで表示すると，次のような意味解釈が成立する。

(2) a. Sl [S2 [且0仰角I1p-] 日ヨλS3[TaS4 [PROi 3H3 

TaCJlaraaH江 cyy-]λra]]

b. Sl [S2 [H8x8p 6刊 6aariI1p-] B3JlS3 [TaS4 [PROi Ha.llTa訪日pl1

ー] yλHa] tID'Y] 

PROは副詞節の主語と同一指示関係にある。副詞節の語幹動詞が自動詞で

あり，したがって，主語に名詞匂を 1つだけとり，主節は使役構文であるので，

その主語は使役者であることがはっきりしている。このような透明な環境では，

被使役者は唯一的に副詞節の主語と同一指示の関係にあることが指定できる。

被使役者の正体が透明な環境で保証されるとき，それは実現しなくてもよい。

この種の現象を削除と対比させて「差し押え (suspension)J と呼ぶことにし

よう。差し押えと削除との相違は別の研究で詳述することにして，ここでは，

差し押えが差し押えられる要素があってもよいという形で働くとだけ記してお

く。 (1)の文で差し押えられた要素は被使役者であるが，もちろん，実現形とし

て使役構文中にあってもよいのである。

(3) a. JlOp>Ki I1pB3Jl Ta TYYH帥 r3HヨTaCJlaraaH.llcyyJlra. 

b. H8xθp 6HM6aarj I1pB3Jl Ta TYYH目前riHa.llTa品目pl1yJlHau町

(3)では本来ゼロ実現であった所に対格形の実現形が出現している。この対格
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形の被使役者はそれぞれの副詞節の主語と同一指示関係にある O

差し押えによるゼロ実現は， トピックの連関性の強い場合に起こり易い

(Givon (1983))。トピックの連関性の中で先行文脈のある要素と意味上の首

尾一貫性が確保されるときに 当該の要素はゼ口実現をとる傾向があるのであ

るO ゼ口実現の要素はそれだけに強い定性を示し，対格形や再帰 所有形と同

じ機能を果すと言えるだろう O

以上の事実をまとめると，次のようになる O

(4) 副詞節の主語と同一指示の関係にある場合，主節の使役構文の被使役者

は実現形をとらなくてもよい。

4-2 一般的人称の含意

(5) a. TョpTヨrYYJI3xrYii

he to do thus-not 

“He won't allow that." (CD) 

b. 3Yr33p opyy.~Ha ! 

freely enter-CSTV -PRS 

“Admission free! (lit. AlIow to enter freely!)" (CD) 

c. U争Y.llaiiHbl600JIT 5MC .llyTax Hb 6a訪日a，

sack-G bandage rope to be insufficent PRTCL be-PRS 

rapryy.TDK針。。可.

br・ingout-CSTV -CNV give-VLNT 

“It looks like the cord for tying the sacks is running out; Please have 

(someone) issue (us some)." (St) 

(5)も被使役者が現われていない使役構文の例であるが，同一指示関係にある

先行詞をもたないという点で， (1)とは異なる o (5 a)には使役者に当たる主語

が存在している o (5b)， (5c)には使役者は現われていないが，文の形や動詞

の接尾辞からそれが2人材、(及ぴそれに準じるもの)を指すことがわかる O 使

役者と被使役者の意味関係を表すと，次のようになる。
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(6) a. SI [TヨP S2 [PRO TヨB-]YYλヨxrYi1]

b・ SI[PR02Pi S2 [3Yr33pPROj op-] yyJlHa] 

c・ SI[PR02Pi 52 [PROj (600JlT OJlC) rapr-] yyJDKBrθB'l] 

使役者がT3pであれ PROであれ，被使役者の先行詞ではない。むしろ，被

使役者は特定の指示対象をもたず，一般的な人材、を示すと考えた方が事実に近

いように思われる。つまり，被使役者の PROは[+human)のような人称性

に関する意味標示だけをもった非指示的なゼロ名詞なのである。

(7)被使役者が一般的な人材、を示す場合は，実現形をとらなくてもよい。

5 使役形動詞の語量化

使役形動調は原則として使役者と被使役者の 2つの主語を含んでいる。使役

者は使役形接尾辞の主語であり，被使役者は語幹動詞の主語である。使役者は，

また，被使役者がある行為/状態に向かうための原因/理由の役割を果す。こ

のように意味関係が透明であるときには，使役構文の使役性も明示的であるが，

時として，それが不透明になる場合がでてくる。特に，語幹動詞が自動詞のと

きに，その傾向が強い。

自動調は本来直接目的語をとることができない。主語以外の名調匂をとりた

い場合には，斜格形にするか，対応する他動詞と入れ替えた後で直接目的語を

とらなければならない。

今まで述べてきた使役構文化は，自動詞を他動詞化して直接目的語をとる道

を聞く方法でもあるのである。

(1) a. T3p HaMa前rcypryyJlb，lJ， lIByyJlHa. 

he I-ACC school-L go-CSTY-PRS 

“He makes me go to school." 

b. T3p HOMblr MmroJl，lJ， lIByyJlHa. 

he book-ACC Mongol-L go-CSTY-PRS 

“He sends the book to Mongolia." 

(1)は自動調lIB-"togo"に使役形接尾辞が付いた使役構文であり，双方とも
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被使役者として対格形をもっている。文の構造も， (2)で示すように，全く同じ

である。

(2) a. Sl [TヨP s2 [HaMa詞rcypryyJlb，ll HB-] yyJlHa] 

b. Sl [TヨP s2 [HO貼 .IrM:mro岨 HB-] yyJlHa] 

ところが，埋め込み文 S2から対応する自動調構文をつくると，適格性に違

いが出てくる。

(3) a. 6H cypryyJlb，ll HBHa. 

“1 go to school." 

b. • HOM M:mroλ江 HBHa.

“The book goes to Mongolia." 

私は学校へ行けるが，本は単独ではモンゴルへ行けない。(1 b)は(2 b)の

ようにではなぐ， (4)のような構造に再分析した方がよい。

(4) S [T3p HO地，Ir陥 HrOJl，llHByyJlHa] 

(1 b)は埋め込み丈を含まず r主語一直接目的語一方向/場所名調句一動

言司」という単文と解釈できる。それゆえ， HByyJlーは自動詞と使役形接尾辞の

組合せとしてではなく，全体で 1つの他動詞として位置づけることができる。

辞書でも HByyJlaxを他動詞として扱い，独立の項目を与えている。

(5) HByyJlax“to send， dispatch， post， carry out" 

a. 3aXH，llaJl HByyJlax“to send a letter" 

b. TOMHJlOH HByyJlax“to sent out an official business" 

c. KaMTIaHHT ID氾IJlHByyJlax“to carry out a campaign" 

HByyJlaxは(1 a)のように使役形動詞の場合と(1 b)のように語素化した場

合との聞に，統語上及び意味上の揺れがあるのである。

語業化が更に進むと，使役性が消失し，ごく普通の他動詞構文をつくるよう

になる。

(6) a. T3，ll roλry，lla附似品r6a前ryyJDK江yycλaa.

they main street-ACC construt-CNV finish-PRF 

(6a品x-CSTV)
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“They have finished constructing the main street." (St) 

b. Ta HaMa抗rTYYH，ll TaHI1λUYYλaB. 

you I-ACC he-D introduce-PST 

[ TaHI1X-CSTVJ 

“You introduced me to him." 

( 6 a)の対格形 rOJIrY，lla剛 一 目 前rも， (6 b)の HaMa首rも被使役者としてでは

なく，動調の直接目的語として機能している。それは，これらを主語にした丈

の適格性が落ちる事実からもはっきり見てとることができる。

(7) a. ? rOJI r同制6a如 a

“The main street exists." 

b. * 611 TYYH，ll TaHI1JIuaB.5) 

“1 made the acquaintance of him." 

使役形接尾辞は， (6)で単に他動詞を形成するだけの機能しかもたず， 6atir-

YYJI-“to construct， estab!ish， TaHI1JIUYYJI-“to introduce"は辞書に独立した項

目で掲載されているのである。

使役形動詞の語業化とそれに伴う使役構文の他動詞構文化の過程を図で表す

と，次のようになる。

(8) 自動詞構文 F使役構文

| 使役構文化 | 
自動詞 E使役形動詞

|使役形接尾辞付け | 
主語 z被使役者

文構司剛
e

ヨ
吋

動
i
ー
ー
動
|
|

他

他

h

F

h

v

 

b
r
u
 

，凋・・文構

化
j

ミ

笥
W

一

iv

動

語

他

'直接目的語

(一次的主語)統語上の降格(二次的主語)機能上の降格

真中の列の動詞に着目して(8)の過程を追ってもらいたい。自動詞が使役化す

るのに応じて自動調構文も使役構文化し，その主語は一次的なもの(主格形)

から二次的なもの(ゼロ格形，再帰 所有形)に降格する。次に，使役形動詞

治宝語葉化して他動詞になるのに伴い，使役構文は他動詞構文に，二次的主語で

ある被使役者は他動詞の直接目的語へと降格するのである。
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語棄化を惹き起こす要因については よくわからない。使用頻度と相関があ

るかもしれないし，既存の動詞に対応する他動詞がないために，そのギャップ

を埋めるために生じるかもしれない。要因が何であれ，一定の条件を満たしさ

えすれば語棄化へと傾く潜在性が，モンゴル語の使役形動詞に備わっているの

である O 他の派生動詞(たとえば，受身形動詞)を含めて，通時的/共時的研

究が今後またれるところである O

6 むすび

使役構文に現われる 6つのタイプの被使役者の実現形の出現に働く条件や原

則などを究明することが本研究の目的であった。これまでの考察で明らかにな

った原則をもう一度まとめて記すことにしよう。

(1) 格形より見た利用可能性の階層(統語上の原則)

被使役者の格形は，次の階層の順序に沿って，まだ利用されていない

最も左側の位置へ左から右へ順次移行していく O

Nominative> Zero Case> Accusative， Reflexive-Possessive> Dative> 

Instrumental 

(2) ゼロ格形，対格形，再帰一所有形の選択に働く原則(意味/機能上の原

則)

被使役者が，

a，指示的/トピック的な場合には，対格形をとり，

b. 定である場合には，再帰所有形をとり，

c ，非指示的/非トピソク的な場合には，ゼロ格形をとる。

(3) 具格形と与格形の選択に働く原則(意味上の原則)

被使役者が，

a. 語幹動詞の意味に対して行為者である場合には，具格形をとり，

b.語幹動詞の意味に対して非行為者である場合には，与格形をとる。

(4) ゼロ実現の選択に働く原則(意味上の原則)

被使役者が，
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a. 副詞節の主語と同一指示の関係にある場合か，

b. 一般的人材、を指示する場合，

ゼロ実現でもよい。

(5) 文における名詞句の共起上の制約(機能上の原則)

同一文中では，異なる機能を担う同じ格形/接尾辞の名詞句は共起で

きない。

モンゴル語の使役構文の被使役者は，実に，統語上の原則，意味上の原則，

及び，機能上の原則が相補い合う形で働く結果，適切な形となって実現するの

である。

文法の諸問題は，統語論の枠組だけで，あるいは，意味論や機能論の枠組だ

けで解明しようと試みるのでは不十分で、ある。 1つの文法現象の根底には 3者

が相互補完的に作用し合って働いているのであり，この実相を見極めて初めて，

当該の文法現象の真の姿を余す所なく説明できるのである。

相互補完主義のアプローチは，使役構文の被使役者の実現形の交替現象にも

効力のあることがわかった。更に多くの文法現象にも適用して，この研究方法

を洗練し，整備し，その有効性を実証していくことが今後の課題である。

(注)

1 )母音調和の原則に従って各接尾辞は交替する。

2 )語幹が長母音か二重母音で終るとき. -rーがそう入される。

3) (4 a)は否定命令文であり 2人材、に向けられたものなので，埋め込み文の元の

形は意味本位で復原されている。

4 )この例の出典は明らかでないが，動詞の形動詞形は時制をもたないから，単独で

は文末にこれないはずである。

5 )但し. bH TYYHTヨiiTaHHJIuaBであればよい。

ABL 

ACC 

CNFMTV 

CMT 

: Ablative 

: Accusative 

: Confirmati ve 

: Comitative 

く省略記号〉

P 

PL 

PRTCL 

PRF 
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CNV : Converb PRHBTV : Prohibitative 

COMP : Complement Marker PRS : Present 

CSTV : Causative PSSV : Passive 

D : Dative PST : Past 

G : Genitive RFL : Reflexive. Possessive 

HBT : Habitual VLNT : Voluntative 

INSTR : lnstrumental O : Zero Form 

INTRG : lnterrogative 

L : Locative 
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